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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年３月期第２四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年９月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

24年３月期第２四半期  139,047 △1.3  15,450 △15.6  13,536 △21.0  10,476 △27.4 
23年３月期第２四半期  140,872 25.8  18,316 ─  17,129 ─  14,425 ─ 

(注)包括利益  24年３月期第２四半期 9,697百万円(61.2％)  23年３月期第２四半期 6,014百万円(－％) 
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年３月期第２四半期 48.12 ― 
23年３月期第２四半期 66.22 65.63 

 

（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

24年３月期第２四半期 338,257 225,245 66.1 
23年３月期 337,318 218,159 64.2 

(参考)自己資本  24年３月期第２四半期 223,603百万円  23年３月期 216,478百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
23年３月期 ─ 11.00 ─ 11.00 22.00   
24年３月期 ─ 11.00      

24年３月期(予想)   ─ 11.00 22.00   

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無  

 
３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

通   期  265,000  △1.6 25,000  △13.1 24,000 △12.3  20,000 △15.5 91.87 

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有 

 



４．その他 
 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 
：無 

 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 

 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年３月期２Ｑ 223,544,820株 23年３月期 229,544,820株

② 期末自己株式数 24年３月期２Ｑ 5,858,364株 23年３月期 11,839,416株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年３月期２Ｑ 217,690,709株 23年３月期２Ｑ 217,858,665株

 
 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は世界各地の政治経済環境の変化、為替レートの
変動、他社との競争状況、その他の様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）４ページの「１．当四半期決算に関する定

性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期における世界経済は、中国、インド、ＡＳＥＡＮ諸国経済では内需と輸出で成

長を続けていますが、インフレが加速する一方で景気減速感が出始めて来ました。また欧州で

はギリシャの財政問題に端を発しＥＵ諸国に広がったソブリン債務危機が深刻化し、米国では

財政赤字の拡大による連邦債務のデフォルト危機は回避したものの米国債が格下げを受け、世

界的な経済成長の妨げとなり、金融危機の再来が懸念されています。わが国経済におきまして

も東日本大震災からの復興が課題となっており、想定以上のピッチで震災前の経済活動水準ま

で回復する一方で、欧米の信用不安による株式市場の低迷、為替市場では円相場の戦後 高値

更新など、企業業績の悪化が懸念されています。 

当社グループが主要な事業基盤とする自動車業界は、米国、欧州を中心に世界的に販売は堅

調に推移していますが、日本の自動車メーカーにおいては、震災による部品の供給不足により

国内外で減産を強いられ販売台数も減少しました。また国内においては夏季の電力需給対策に

より工場操業シフトや節電強化など生産体制の見直しを求められましたが、生産への影響を

小限に抑えた結果、震災前の水準まで戻りつつあります。 

情報通信関連事業及びセラミック関連事業における半導体業界は、世界的にスマートフォン

市場が拡大する中、モバイルパソコンの需要は低迷し、代替としてタブレット型端末への注目

度が急速に高まっています。また、日本における震災では、多くの半導体メーカーが被災しま

したが、震災前の生産水準回復に向けて復旧に努めている状況です。 

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 1,390 億

47 百万円（前年同期比 1.3％減）、営業利益 154 億 50 百万円（前年同期比 15.6％減）、経常利益

135 億 36 百万円（前年同期比 21.0％減）となり、四半期純利益は 104 億 76 百万円（前年同期

比 27.4％減）となりました。 

40

77
67

79

37

60
67

94
104

80
92 95

62

40
50

27

78

43

13.5%
14.7%

5.8%

10.4%
11.3%

8.7%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期

平成23年３月期 平成24年３月期

単位：億円，％

営業利益 経常利益 四半期純利益 売上高営業利益率

※US$及びEUROは平均対円為替レートを表しています。

706 703 648 695 695636

86円

111円 112円 117円 110円

78円82円82円
92円

83円

117円 113円

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期

平成23年３月期 平成24年３月期

単位：億円

連結売上高 US$ EURO

日本特殊陶業㈱　（5334）　平成24年３月期　第２四半期決算短信

―　2　―



  〈自動車関連〉 

当事業は、日系自動車メーカー各社においては一時的に震災による生産調整がありましたが、

第１四半期に引き続き、北米、欧州を中心に出荷が堅調に推移しました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 1,082 億 72 百万円（前年同期比 6.9％増）、

営業利益は 174 億 70 百万円（前年同期比 8.8％減）となりました。 
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〈情報通信関連〉 

当事業は、パソコンや携帯電話、民生機器用途の製品出荷が堅調に推移していますが、客先在

庫調整による需要鈍化や為替相場での円高による売上高目減りにより、厳しい状況が続いていま

す。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 165 億 82 百万円（前年同期比 36.7％減）、

営業損失は 29 億 61 百万円（前年同期は 14 億 70 百万円の営業損失）となりました。 
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〈セラミック関連〉 

当事業は、自動車関連や半導体関連業界の緩やかな市場回復を受け、工作機械向けや半導体製

造装置向けの製品出荷が堅調に推移しました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 119 億 27 百万円（前年同期比 4.8％増）、

営業利益は９億１百万円（前年同期比 54.3％増）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債、純資産等の状況） 

 流 動 資 産 固 定 資 産 総 資 産 負 債 純 資 産

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

24 年３月期第２四半期 204,262 133,994 338,257 113,011 225,245 

23 年３月期 191,062 146,255 337,318 119,158 218,159 

当第２四半期末の総資産は、前連結会計年度末比９億 39 百万円増加の 3,382 億 57 百万円とな

り、負債は、前連結会計年度末比 61 億 47 百万円減少の 1,130 億 11 百万円となりました。これは、

主に自動車関連の売上高増加による売掛金の増加の一方で、買掛金が減少したことの影響により

ます。 

純資産は、主として四半期純利益により、前連結会計年度末比 70 億 86 百万円増加の 2,252 億

45 百万円となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

( 累 計 期 間 ) 
営 業 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

四 半 期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円 

24 年３月期第２四半期 10,579 △6,804 △2,251 53,960 

23 年３月期第２四半期 16,561 △16,863 △1,736 42,443 

営業活動によるキャッシュ・フローにおける収入は、前年同期比 59 億 81 百万円減少の 105 億

79 百万円となりました。主として税金等調整前四半期純利益の減少によります。 

投資活動によるキャッシュ・フローにより支出した資金は、前年同期比 100 億 58 百万円減少の

68 億４百万円となりました。主として投資有価証券の取得が減少したことによります。 

財務活動によるキャッシュ・フローにより支出した資金は、前年同期比５億 15 百万円増加の 22

億 51 百万円となりました。主として配当金支払によるものです。 

この結果、当第２四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に対して為替相場の変

動による換算差額５億 49 百万円を加えた純額で 20 億 72 百万円増加し、539 億 60 百万円となりま

した。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

（平成 24 年３月期の予想） 

 自 動 車 

関 連 

情 報 通 信

関 連

セ ラ ミ ッ ク

関 連
そ の 他 連 結

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

売 上 高 207,670 (5.3) 30,240 (△32.0) 22,660 (△1.7) 4,430 (△1.4) 265,000 (△1.6)

営 業 利 益 30,870 (△3.4) △7,318 (-) 1,370 (27.5) 78 (△49.8) 25,000 (△13.1)

経 常 利 益   24,000 (△12.3)

当 期 純 利 益    20,000 (△15.5)

減 価 償 却 費 12,657 1,813  1,419  11  15,900

設 備 投 資 額 13,390 2,657  853  －  16,900
(注)１ 下半期想定為替レート １ＵＳ＄＝75 円、１ＥＵＲＯ＝105 円 

２ 括弧内の数値は、対前年同期増減率をあらわします。 

 

当第２四半期連結累計期間は、世界的に景気減速感の中、自動車関連事業における業績が堅調

に推移し、売上高、営業利益においては平成 23 年５月６日に発表した業績予想を上回ることがで

きました。しかしながら、為替市場における急激な円高による為替差損で経常利益、四半期純利

益では業績予想を下回る結果となりました。 

年度後半につきましては、欧州における金融不安、米国や新興国における景気減速、更には為

替市場における円高局面が暫く続くと予想され、先行き不透明な状況にあります。 

このように見通しが立て難い状況ではありますが、当期の業績見通しを、為替レート１ＵＳ

＄＝75 円、１ＥＵＲＯ＝105 円を前提に、上記のとおりといたします。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

    該当事項はありません。 

（４）追加情報 

会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、

「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第 24 号 平成 21 年 12 月４

日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第 24 号 平成 21 年 12 月４日）を適用しています。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,274 27,013

受取手形及び売掛金 44,393 48,849

有価証券 40,915 51,297

たな卸資産 62,086 60,224

繰延税金資産 8,100 8,124

その他 8,408 8,893

貸倒引当金 △116 △141

流動資産合計 191,062 204,262

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 44,153 42,640

機械装置及び運搬具（純額） 23,213 21,920

土地 15,132 15,139

建設仮勘定 1,542 3,799

その他（純額） 2,127 2,226

有形固定資産合計 86,170 85,726

無形固定資産   

のれん 27 －

ソフトウエア 5,494 4,898

その他 44 44

無形固定資産合計 5,565 4,943

投資その他の資産   

投資有価証券 50,295 39,064

繰延税金資産 2,600 2,564

その他 1,728 1,797

貸倒引当金 △104 △100

投資その他の資産合計 54,520 43,325

固定資産合計 146,255 133,994

資産合計 337,318 338,257
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 30,182 25,553

短期借入金 703 1,193

1年内償還予定の社債 － 10,000

リース債務 225 264

未払法人税等 1,336 1,587

繰延税金負債 72 84

その他 20,653 19,941

流動負債合計 53,173 58,624

固定負債   

社債 35,000 25,000

リース債務 769 788

退職給付引当金 17,615 17,803

負ののれん 49 40

繰延税金負債 11,158 9,353

その他 1,392 1,401

固定負債合計 65,985 54,387

負債合計 119,158 113,011

純資産の部   

株主資本   

資本金 47,869 47,869

資本剰余金 55,162 54,824

利益剰余金 138,071 138,787

自己株式 △15,202 △7,520

株主資本合計 225,901 233,961

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 10,433 7,429

為替換算調整勘定 △19,856 △17,787

その他の包括利益累計額合計 △9,422 △10,357

少数株主持分 1,681 1,642

純資産合計 218,159 225,245

負債純資産合計 337,318 338,257
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 140,872 139,047

売上原価 100,625 101,136

売上総利益 40,247 37,910

販売費及び一般管理費 21,930 22,459

営業利益 18,316 15,450

営業外収益   

受取利息 600 574

受取配当金 264 302

負ののれん償却額 8 8

持分法による投資利益 248 187

その他 561 348

営業外収益合計 1,683 1,421

営業外費用   

支払利息 294 306

為替差損 1,679 2,438

休止固定資産減価償却費 544 450

その他 351 140

営業外費用合計 2,870 3,336

経常利益 17,129 13,536

特別利益   

固定資産売却益 35 42

特別利益合計 35 42

特別損失   

固定資産処分損 80 100

投資有価証券評価損 165 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 136 －

特別損失合計 382 100

税金等調整前四半期純利益 16,783 13,478

法人税、住民税及び事業税 2,509 2,524

法人税等調整額 △298 317

法人税等合計 2,211 2,842

少数株主損益調整前四半期純利益 14,571 10,636

少数株主利益 145 160

四半期純利益 14,425 10,476
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 14,571 10,636

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,897 △3,003

為替換算調整勘定 △5,424 1,928

持分法適用会社に対する持分相当額 △234 136

その他の包括利益合計 △8,556 △938

四半期包括利益 6,014 9,697

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,901 9,541

少数株主に係る四半期包括利益 113 156
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 16,783 13,478

減価償却費 8,086 7,299

のれん償却額 89 19

退職給付引当金の増減額（△は減少） 453 174

受取利息及び受取配当金 △865 △877

支払利息 294 306

持分法による投資損益（△は益） △248 △187

固定資産処分損益（△は益） 44 58

投資有価証券評価損益（△は益） 165 －

売上債権の増減額（△は増加） △5,908 △3,418

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,690 3,025

仕入債務の増減額（△は減少） △4,628 △6,286

その他 △1,038 △1,689

小計 17,918 11,902

利息及び配当金の受取額 951 909

利息の支払額 △293 △306

法人税等の支払額 △2,014 △1,926

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,561 10,579

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 1,347 △403

有価証券の純増減額（△は増加） 1,124 △998

有形固定資産の取得による支出 △2,846 △5,600

有形固定資産の売却による収入 38 178

無形固定資産の取得による支出 △379 △129

投資有価証券の取得による支出 △16,454 △2,630

投資有価証券の売却及び償還による収入 400 2,770

その他 △92 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,863 △6,804

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △291 486

自己株式の取得による支出 △17 △22

自己株式の売却による収入 － 1

配当金の支払額 △1,195 △2,389

その他 △231 △327

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,736 △2,251

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,882 549

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,920 2,072

現金及び現金同等物の期首残高 46,364 51,888

現金及び現金同等物の四半期末残高 42,443 53,960
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

(セグメント情報) 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年９月 30 日) 

 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報 告 セ グ メ ン ト  

自 動 車 

関 連 

情 報 通 信

関 連

セラミック

関 連
計 

そ の 他

( 注 ) １
合 計 調 整 額 

四半期連結

損益計算書

計 上 額

( 注 ) ２

売上高    

外部顧客への売上高 101,290 26,190 11,381 138,862 2,010 140,872 －  140,872

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － － －  －  －

計 101,290 26,190 11,381 138,862 2,010 140,872 －  140,872

セグメント利益 

又は損失(△) 
19,157 △1,470 584 18,270 45 18,316 －  18,316

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料売上、福利

厚生サービス業及び運送業等を含んでいます。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しています。 

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成 23 年４月１日 至 平成 23 年９月 30 日) 

 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報 告 セ グ メ ン ト  

自 動 車 

関 連 

情 報 通 信

関 連

セラミック

関 連
計 

そ の 他

( 注 ) １
合 計 調 整 額 

四半期連結

損益計算書

計 上 額

( 注 ) ２

売上高    

外部顧客への売上高 108,272 16,582 11,927 136,782 2,265 139,047 －  139,047

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － － －  －  －

計 108,272 16,582 11,927 136,782 2,265 139,047 －  139,047

セグメント利益 

又は損失(△) 
17,470 △2,961 901 15,410 40 15,450 －  15,450

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料売上、福利

厚生サービス業及び運送業等を含んでいます。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しています。 
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（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当社は、平成 23 年７月 29 日開催の取締役会決議に基づき、平成 23 年８月４日付で 600 万株

の自己株式の消却を実施しました。これにより、自己株式が 7,702 百万円、資本剰余金及び利益

剰余金が 7,702 百万円減少しています。   
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平成 23 年 10 月 31 日 
日本特殊陶業株式会社 

平成 24 年３月期 第２四半期決算概要（連結） 
１．当第２四半期累計の業績及び通期の見通し  （単位 百万円、％）

   前第２四半期 当第２四半期 ( 増 減 額 ) ( 増 減 率 ) 前 期 通 期 予 想 ( 増 減 額 ) ( 増 減 率 )

  プラグ 59,689 61,016 1,326 2.2％ 116,470 117,471 1,000 0.9％

  センサー 41,600 47,256 5,655 13.6％ 80,743 90,199 9,455 11.7％

 自動車関連 101,290 108,272 6,981 6.9％ 197,213 207,670 10,456 5.3％

 情報通信関連 26,190 16,582 △9,608 △36.7％ 44,472 30,240 △14,232 △32.0％

 セラミック関連 11,381 11,927 546 4.8％ 23,053 22,660 △393 △1.7％

 その他 2,010 2,265 255 12.7％ 4,493 4,430 △63 △1.4％

売上高 140,872 139,047 △1,825 △1.3％ 269,232 265,000 △4,232 △1.6％

 自動車関連 19,157 17,470 △1,687 △8.8％ 31,943 30,870 △1,073 △3.4％

 情報通信関連 △1,470 △2,961 △1,490 ― △4,402 △7,318 △2,915 ―

 セラミック関連 584 901 317 54.3% 1,074 1,370 295 27.5％

 その他 45 40 △5 △11.1% 155 78 △77 △49.8％

営業利益 18,316 15,450 △2,865 △15.6% 28,770 25,000 △3,770 △13.1％

経常利益 17,129 13,536 △3,593 △21.0% 27,379 24,000 △3,379 △12.3％

四半期(当期)純利益 14,425 10,476 △3,949 △27.4% 23,680 20,000 △3,680 △15.5％

１株当たり情報（円）   

 四半期(当期)純利益 66 円 22 銭 48 円 12 銭 108 円 71 銭 91 円 87 銭 

 中間(年間)配当金 11 円 00 銭 11 円 00 銭 22 円 00 銭 22 円 00 銭 

各種指標（％）   

 売上高営業利益率 13.0％ 11.1％ 10.7％ 9.4％ 

 ＲＯＥ ─ ─ 11.2％ 8.9％ 

 配当性向 ─ ─ 20.2％ 23.9％ 

為替レート（円）   

 ＵＳ＄ 89 円 80 円 86 円 77 円 

   (※75 円) 

 ＥＵＲＯ 113 円 114 円 113 円 109 円 

   (※105 円) 

※ 為替レートにおける通期予想括弧内は下半期の想定為替レートを表しています。 
 

イ．当第２四半期累計の業績 
・ 自動車関連事業においては、日系自動車メーカーの震災による生産調整があったものの、北米、欧州を中心に出荷が

堅調に推移。 
・ 情報通信関連事業においては、客先在庫調整による需要鈍化や為替相場での円高による売上高目減りにより、厳しい

状況が続く。 
・ セラミック関連事業においては、工作機械向けや半導体製造装置向けの製品出荷が堅調に推移。 

 
ロ．通期の見通し 

・ 年度後半は、欧州における金融不安、米国や新興国における景気減速、為替市場における円高と厳しい状況の中、 
   為替レート１US$＝75 円、１EURO＝105 円を前提として予想。 
  

２．設備投資額及び減価償却費              （単位 百万円）

   前 期 通 期 予 想 ( 増 減 額 )

 自動車関連 6,365 13,390 7,024

 情報通信関連 1,737 2,657 919

 セラミック関連 650 853 202

 その他 13 0 △13

設備投資額 8,767 16,900 8,132

 自動車関連 12,424 12,657 232

 情報通信関連 2,657 1,813 △844

 セラミック関連 1,553 1,419 △134

 その他 11 11 △0

減価償却費 16,646 15,900 △746

 

３．キャッシュ・フロー                 （単位 百万円）

   前 第 ２ 四 半 期 当 第 ２ 四 半 期 ( 増 減 額 )

 営業活動によるキャッシュ・フロー 16,561 10,579 △5,981

 投資活動によるキャッシュ・フロー △16,863 △6,804 10,058

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,736 △2,251 △515

 現金及び現金同等物の四半期末残高 42,443 53,960 11,517

・ 営業活動においては、税金等調整前四半期純利益の減少などにより前期比 59 億円減の収入。 
・ 投資活動においては、投資有価証券の取得減などにより前期比 100 億円減の支出。 
・ 財務活動においては、配当金支払増などにより前期比５億円増の支出。 




